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SUMMARY 
The purpose of this study was to investigate the knowledge and beliefs of Japanese teachers 
regarding dyslexia, and to recommend ways that Japanese teachers can be better prepared to 
help learners with dyslexia in Japanese language education. Using ten question questionnaire 
to 15 participants, it was found that the majority of participants believed a significant number 





る。1983 年に中曽根内閣が「留学生 10万人計画」を打ち出し、2003 年にはその目標
を達成したのだが、その 5年後の 2008 年には、福田内閣が「留学生 30万人計画」を
































































Lawrence, 2009; Swan & Goswami, 1997）。日本語におけるディスレクシアの症状につい
ては、まだ報告例が少ないが、以下のようなものが報告されている（上野, 2006; 石井, 
2004; 小池・雲井・窪島, 2003）。 
①読むときの流暢さの欠如 
  ②飛ばし読み 
  ③文脈に頼って推量で読む（「勝手読み」（上野 2006）） 
    ④小さい「つ」、拗音の「や、ゆ、よ」が正しく読めない 
  ⑤読むのが遅い 
  ⑥知っている言葉の名称が想起できない 
  ⑦語尾を勝手に変えて読む 
  ⑧単語が覚えられない 
  ⑨鏡像文字を書く 
  ⑩字体の変形、創字がみられる 
  ⑪見たばかりの字形が想起できない 
  ⑫黒板の字の書き写しに困難がみられる 
  ⑬平仮名、カタカナ、漢字の順に難易度が増す 
  ⑭数字においても鏡像文字、変形、無意味字を生じ、読み間違いを起こすことが
ある（数学本来の推論や論理操作は正常で優秀なこともある） 
      
図１ 日本語におけるディスレクシアの実例（石井 2004） 
 














3.1 LD を抱える学習者に対する教育における教師の重要性 
LD を抱える学習者に対する教育において、教師がどのように学習者や学習の成功
に影響を与えるかについての研究は数多く行われている（Agne, Greenwood, & Miller, 
























Tschannen-Morran and Wolfok-Hoy (2001) 












Hellendoorn & Ruijssenaars (2000), Levine (1998), Ryan (1994) 
 ディスレクシアのような LD を持つ学生は、教師の態度（attitude）が学生自身の
自己認識や学習の成功期待に大きく影響を与えると報告している。 






















































  現在、日本の日本語学校で教えている日本語教師 15 名を対象に調査を実施した。 
被調査者の性別、年齢、教育歴は次の通りである。 
  性別  男性 1 名  女性 14 名 
  年齢  30 代 2 名  40 代 13 名 










 ① ディスレクシアは遺伝性である。 
 ② ディスレクシアを抱える人の脳は、ディスレクシアではない人の脳と違って





 ③ ディスレクシアだと認定するためには、国が認証した標準化テストを受ける 
   必要がある。 
 ④ 反転文字を書くことがディスレクシアかどうかを判断する主要な判断基準
である。 
  ⑤ ディスレクシアはしばしば書記や発話能力に影響を及ぼす。 
  ⑥ ほとんどの教師は、3～5時間の教育を受ければ、ディスレクシアを抱えた学
習者に十分に対応できる。 
  ⑦ ディスレクシアの学習者は能力が低い。 
  ⑧ ディスレクシアを抱える学習者が学ぶためには、Multisensory Instruction （多
くの感覚を活用した教育）が絶対に必要である。 
  ⑨ ディスレクシアを抱えた学習者がクラスにいてもきちんと対応する自信があ
る。 




ではないと思う」の 4 段階で回答してもらった。 
 
4.4 結果と考察 






















①ディスレクシアは遺伝性である。 0 0 15 0 
②ディスレクシアを抱える人の脳は、ディスレクシ
アではない人の脳と違っている。 
0 2 13 0 
③ディスレクシアだと認定するためには、国が認証 3 10 2 0 






5 8 2 0 
⑤ディスレクシアはしばしば書記や発話能力に影響
を及ぼす。 




3 5 7 0 




0 7 8 0 
⑨ディスレクシアを抱えた学習者がクラスにいても
きちんと対応する自信がある。 
0 1 14 0 
⑩日本語教員養成課程において、ディスレクシアに
ついてきちんと学ぶ必要がある。 
15 0 0 0 
 







していることについては、多くの先行研究から明らかになっている（Gilger et.al, 1991; 
DeFries et al, 1987; Pennington et al, 1986, Lundberg & Hoien, 2001, Stein, 2001; 石井, 
2004）。まだ、どの特定遺伝子がディスレクシアを引き起こすのかについては統一的見







 「そう思う」と回答したのは 2 名、「そうではないと思う」は 13 名であった。やは
り項目１同様、確固とした知識に基づいたものでないことがうかがえる。ディスレク
シアを抱える人の脳がそうでない人の脳と異なっているという知見は数多く発表され
ている（Galaburda, 1989; Shaywitz, 1996; Geschwind & Levtsky, 1968; Best & Demb, 1999; 




Eckert, 2004; Fawcett & Nicolson, 2004; Fawcett & Nicolson, 2001; SEKI et al, 2001）。言語


































 この項目については、「そう思う、強くそう思う」が 8 名、「そうは思わない」が 7
名とほぼ同数であった。ディスレクシアは、きちんとした支援や指導を受けることに
よって症状が改善することは先行研究からも示されている（Lyon, 1996; IDA, 2003; 
NICHD, 2000）。しかしながら、ディスレクシアの症状や程度は人によって様々であり、











 ディスレクシアの人々の知的レベルは低くない（Ellis, McDougal, & Monk, 1996）。













それが Multisensory Instruction であるのかどうかの確信がもてないのだと思われた。
Multisensory Instruction（多感覚教育）がディスレクシアを抱える学習者の学習支援に




















































1 学習障害（LD）Learning disabilities 
  学習障害とは、National Joint Committee on Learning Disabilities が 1988 年に示した定
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